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編集業務に関するお知らせ
﹁小児保健研究﹂等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160–8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　﹁小児保健研究﹂編集部
ＴＥＬ：03–5388–6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03–5388–5193　E-mail：shounihoken@viola．ocn．ne．jp

新年あけましておめでとうございます。
2017年最初の小児保健研究（第76巻第１号）をお届け

します。本誌には，９つの研究論文と３つの報告論文が掲
載されています。小児保健の現場のニーズから生まれた実
践的なテーマが掘り下げられており，力作が揃いました。
特に今号は，子どもと家族の生きるさまざまな場面での心
理的体験が多く取り上げられています。

当たり前のことですが，一人で生きている子どもはい
ません。子どもは沢山の関係の中で成長しており，他者に
影響を受けながら，同時に他者に影響を与える存在でもあ
り続けます。子どもが求め，親が満たし，満たされた子ど
もの様子に親が満たされる，そんな親子の循環的な交流の
持続が，子どもの発達には欠かせません。その過程のさま

ざまな困難をどう支援していくか。今回は，そのヒントが
たくさん得られると思います。

さて本誌は，電子ジャーナルに移行しました。製本さ
れた雑誌がお手元に届いていた頃とはだいぶ様相が異な
り，やりにくさを感じられている方もおられるかもしれま
せん。けれども一方で，本誌の発信力は，今後大きく飛躍
するものと期待されます。

投稿の際には，医療や保健以外にも福祉，心理，教育
など，多分野で用いられるキーワードを選択していただく
と，より一層インパクトのある発信力となるでしょう。

今年も本誌がますます発展することを願い，微力なが
ら力を尽くして参りますので，どうぞよろしくお願いいた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　（青木紀久代）
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